





































真菌医学研究センターより入手した P. citreonigrum 5
株の計 15菌株を供試した。まず，分子生物学的手法
で供試菌株の同定を行った。SDS法で抽出した DNA
を用いて，PCRおよびシーケンシングから rDNA
（ITS領域）およびβ -tubulin遺伝子（β -tub）の部分
塩基配列を決定した。DNAデータベース検索から P. 
citreonigrum近縁菌種 21種 57株の配列との系統解析
を行い，菌種を同定した。次に CTV産生能を比較，
検討した。ここでは，P. citreonigrumと再同定された
菌株のみを選んで，PDB，CYB および YES液体培地
を用いて 25℃で 7日間培養した。菌体からクロロホ
ルムにより CTVを抽出後，TLC分析で CTV産生能
を調べた。
【結果・考察】β -tub部分塩基配列に基づいて作成し
た系統樹から，5株が P. citreonigrumと同定された。
TLCによる CTV産生能の比較により，供試菌株間で
CTV産生能に違いが認められたが，PDB，CYBおよ
び YES液体培地における産生性の傾向には違いはな
かった。なお，現在 CTV産生能が最も高かった菌株
を用い，温湿度条件を変えて CTV産生条件の検討を
行っている。今後，CTV産生性の有無および強弱と
相関する遺伝子の有無，発現量の差を検出すること
で，P. citreonigrumにおける CTV生合成関連遺伝子領
域を明らかにする予定である。
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